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土橋遺跡発掘調査だより ２月号

２．発掘調査の状況　　
　

埋設土器

　下面の調査では、埋設土器（まいせつどき）が

見つかりました（第３図）。埋設土器は、地面に穴

を掘って土器を埋めたものです。埋設土器には、

正立したもの、土器の底を上にして逆さに埋めた

ものなど様々なタイプがあります。

　第３図の土器は、正立した状態で、ほぼ完全な

形で出土しました。穴を掘った跡は、周りの土に

比べてやや暗い色をしています。また、土器を埋

めるために掘った穴は、土器の大きさとほとんど

変わらないことから、必要最小限に掘られていた

ことがわかりました。今後は土器の中の土を回収

して、土器内部の調査をおこない、埋設土器が何

に使われたものか、考えて行きたいと思います。

地震痕跡

　調査区では、地震の痕跡がたくさん見つかって

います。第４図は地震の影響により、縄文時代後

期の黒色土層がちぎれて、１ｍ以上陥没している

様子です。

　上面の調査（平安時代：約 1,000 年前）で見つ

かった建物の柱穴は、地震の影響を受けていませ

んでした。このことから、地震は縄文時代後期以

降～平安時代の間に起ったものと考えられます。

１．はじめに　

 

　土橋遺跡では、現在、Ｂ区 ( 一部、Ｃ区）下面（縄文時代後期前半 : 約 4,000 ～ 3,500 年前）の調査を行

っています。今年は暖冬ですが、雪・雨対策としてテントを設置して作業を行っています（第 1・２図）。
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　土橋遺跡では、現在、Ｂ区下面（縄文時代後期前半 : 約 4,000 ～ 3,500 年前）の調査を行っています（第
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３　出土土器と土層の関係
 

  「たより 12 月号」でもお伝えしたように、縄文時代後期の遺物を含む黒色土層は、いくつかの層に分か

れています。黒色土層の上の層を「Ⅲｂ①層」、真ん中の層を「Ⅲｂ②層」、下の層を「Ⅲｃ層」と名前を

つけました（第５図）。現在、この黒色土層を上から順番に掘り下げて調査を行っています。

　Ⅲc 層からは、縄文時代後期初頭の三十稲場式 ( さんじゅういなばしき ) 土器、Ⅲｂ②層では後期前葉の

南三十稲場式 ( みなみさんじゅういなばしき ) 土器、Ⅲｂ①層からは後期中葉の加曽利Ｂ式 ( かそりびーし

き )土器が多く出土する傾向が見られます。

　黒色土層の下の層からは古手の土器、上の層では新しい土器が出土します。このことから、それぞれの

層に時期差があることがわかります。今後は、各時期において、縄文時代の人びとがどのような暮らしを

していたのか詳しく調べていきたいと思います。
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第５図　土層の堆積状況
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パイナップルのような模様が特徴

的です

細かな線によって縦・横方向の模

様がつけられています

土器の内側にきれいな模様がつけ

られています
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